
＜学校教育目標＞ 

豊かな心を持ち 

自ら考え進んで実践しようとする 

心身ともに健康な子どもの育成 

＜子どもの姿＞ 

・素直で明るく、人懐こい 

・人にやさしい 

・自己肯定感は高まりつつある 

・自分を表現することが苦手 

めざす子ども像と学校像 

（子どもの可能性を開く） 

『自らの学びや思いを伸び伸びと表現する子』 

〇「ことば」を大切に使う子 

〇自ら働きかける子 

〇伝え合い、認め合う子 

〇根気強く取り組む子 

『誰にも居場所があり、仲間とともに成長する 

ことができる学校づくり』 

〇人への思いやり、親切、感謝、厳しいやさしさの 

 あふれる学校 

〇明るい学校環境、地域の人とふれあう環境（開か

れた学校）づくり 

進んであいさつしよう！ 

⇒「おはよう」「さようなら」「ありがとう」 

自ら進んで行動しよう！ 

⇒「やってみよう！」 

＜子どもにとってより良い学校となるために＞ 

① 危機管理意識を高め、教職員相互の意思疎通をよくするとともに、保護者・地域・関係機関と連携して、安心・ 

安全な学級・学校をつくる。 

② 児童理解を深め、温かい人間的なふれあいを大切にして個に応じた支援に努め、児童一人ひとりの自尊感情を 

育む。すべての児童が自らを高め、支えあうことのできる学級（学年）づくりに取り組む。 

③ 各教科の基礎的、基本的事項を明確にして指導し評価することによって、確実に定着させるように重点的に取り 

組むとともに、学ぶ意欲を高める授業づくりを工夫する。 

④ 学校教育活動全体を通じて、心の教育に取り組む。とりわけ、命を尊び自他の人権を大事にする心、いじめを許 

さない心、人を思いやる心、感動する心、自らを律する心、基礎的なコミュニケーション力や規範意識を育てる。 

⑤ 学校をあげて、教育活動の具体的な目標や取組の様子を保護者・地域・教育関係者等に知らせ、意見をいた 

だくなど、協働して取り組む姿勢を大切にする。 

⑥ 児童を取り巻く変化に対応し、社会の要請に応える教育活動を展開する。 

⑦ 自らの人間性を豊かにしつつ、常に研修し専門職としての力量を高める。 

⑧ 子どもに向き合う時間を確保するために、勤務時間を意識した働き方の推進を図るとともに、業務改善に全校 

職員で取り組む。 

令和７年度 芦屋市立打出浜小学校 学校経営の方針 

 
 
 
 
 
 

 

う   打出っ子のきまりを守る子 

ち   力を合わせて頑張る子 

で   できるまで取り組む子 

は   はいと元気な返事ができる子 

ま   まわりの事が考えられる子 
  
 
 
 
 
 
 
 

≪本年度の重点目標≫ 

打って出る力（打出力）パワーアップ！ 「やるき いっぱい！」 「えがお いっぱい！」  

 
 

 

              「わくわく登校、満足笑顔で下校」 

   

＜地域の様子＞ 

・地域の支え 

（コミスク、ボランティア、自治会、 

 登下校見守り） 

・協力的な保護者 

・打出のまち、歴史、公園 

 


